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上
司
小
剣
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
制
作
状
況

　
　
　
　
　
　
　
　
　
─
─
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
か
ら
─
─

荒   

井　

真  

理  

亜　
（
甲
南
女
子
大
学
）

　
　
　
一

　

上
司
小
剣
の
『
東
京 
第
一
部 

愛
欲
篇
』
は
、
大
正
十
年
十
二
月
二
十
五
日

に
大
鐙
閣
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
四
六
判
、
ク
ロ
ス
装
（
ク
ロ
ス
は
東
雲
色
、
背

ク
ロ
ス
は
白
色
）
洋
綴
本
、
表
紙
に
金
箔
押
し
、
天
金
、
角
背
、
函
入
り
で
あ

る
。
発
行
所
は
大
鐙
閣（
東
京
市
京
橋
区
桶
町
15
番
地
）、
代
表
者
は
面
家
荘
佶
、

印
刷
所
は
牧
口
印
刷
所
（
東
京
市
南
鍛
冶
町
５
番
地
）、
印
刷
者
は
牧
口
駒
三

郎
。
四
三
九
頁
。
定
価
は
三
円
二
十
銭
。

　

こ
の
本
の
挿
絵
と
装
幀
を
手
が
け
た
の
は
、「
東
京
」第
一
部〈
愛
欲
篇
〉（「
東

京
朝
日
新
聞
」
大
正
10
年
２
月
20
日
～
同
年
７
月
９
日
）
の
挿
絵
も
担
当
し
た
、

石
井
鶴
三
で
あ
る
。

　
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
に
つ
い
て
、
紅
野
敏
郎
は
「
上
司
小
剣
の
『
東
京
』

と
石
井
鶴
三
の
挿
絵
」（『
石
井
鶴
三
全
集
第
二
巻
』
昭
和
61
年
７
月
18
日
発
行
、

形
象
社
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

単
行
本
の
画
、
表
紙
の
カ
ッ
ト
―
―
そ
れ
も
四
角
の
枠
の
中
に
東
京
と

い
う
字
を
入
れ
、
周
り
は
家
ま
た
家
の
連
な
り
、
そ
の
向
う
に
煙
り
を

さ
か
ん
に
出
し
て
い
る
煙
突
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
大
都
会
の
平
凡
な
構

図
と
も
い
え
る
が
、
そ
れ
が
光
と
彩
を
伴
な
い
、
的
確
に
描
か
れ
て
い

る
た
め
に
、
一
度
手
に
し
た
ら
忘
れ
難
い
本
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

表
紙
の
カ
ッ
ト
に
は
、
後
方
に
工
場
の
煙
突
が
林
立
し
、
そ
の
前
方
に
家

が
建
ち
並
ん
で
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
手
前
の
通
り
に
人
や
馬
、
自
転
車
な

ど
も
描
か
れ
て
い
る
。
確
か
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
大
都
会
の
平
凡
」
を

思
わ
せ
る
が
、
小
さ
な
カ
ッ
ト
に
そ
れ
ら
が
遠
近
法
を
使
っ
て
表
現
さ
れ
て

お
り
、
線
画
な
が
ら
東
京
の
奥
行
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
さ
ら
に『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
で
は
、
そ
れ
が
東
雲
色
の
ク
ロ
ス
に
金
箔
で
押
さ
れ
て
い
る
の
で
、

朝
方
ま
た
は
夕
方
の
陽
を
浴
び
て
輝
く
東
京
の
街
の
様
子
に
見
え
な
く
も
な

い
。

　

扉
絵
に
は
裸
体
の
男
女
が
描
か
れ
て
い
る
。
男
女
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
お

り
、
男
性
が
後
ろ
か
ら
女
性
の
手
を
つ
か
ん
で
引
き
寄
せ
て
い
る
。
男
性
と
女

性
の
視
線
は
交
わ
っ
て
い
な
い
し
、
二
人
は
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
て
も
視

線
の
先
が
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
扉
絵
は
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲

篇
〉
の
男
女
の
有
り
様
を
表
現
し
て
い
る
。

　

表
紙
の
カ
ッ
ト
や
扉
絵
の
他
に
も
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
に
は
、
挿
絵

が
九
点
あ
る
。
挿
絵
は
、
各
章
に
一
点
ず
つ
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
訳
は
、

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
「
日
比
谷
の
夕
（
９
）」（
大
正
10
年
２
月
28
日
掲
載
）、

「
向
島
の
朝
（
２
）」（
大
正
10
年
３
月
３
日
掲
載
）、「
濱
町
の
家
（
２
）」（
大
正

10
年
３
月
16
日
掲
載
）、「
三
縁
山
の
泣
姫
（
６
）」（
大
正
10
年
４
月
７
日
掲
載
）、

「
愛
宕
山
（
６
）」（
大
正
10
年
４
月
25
日
掲
載
）、「
花
の
上
野
（
１
）」（
大
正
10
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年
５
月
８
日
掲
載
）、「
若
葉
の
清
水
谷
（
２
）」（
大
正
10
年
５
月
21
日
掲
載
）
の

七
点
と
、
単
行
本
の
た
め
に
新
た
に
描
か
れ
た
挿
絵
「
ホ
テ
ル
に
て
」「
郊
外

の
病
院
」
の
二
点
で
あ
る
。

　

石
井
鶴
三
は
彫
刻
家
、
洋
画
家
、
版
画
家
で
あ
り
、
挿
絵
画
家
と
し
て
も

活
躍
し
た
。
し
か
し
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
意
匠
か
ら
、
石
井
鶴
三
が

優
れ
た
装
幀
家
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連
資
料
に
は
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
挿

絵
と
装
幀
に
関
す
る
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
が
十
一
通
あ
る
。
本
稿
で
は
、

こ
れ
ら
の
書
簡
を
紹
介
し
な
が
ら
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
制
作
の
行
程
を

追
う
。

　
　
　
二

　
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
を
終
え
た
上
司
小
剣
は
、
単
行

本
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
を
刊
行
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
挿
絵
と
装
幀
を

石
井
鶴
三
に
依
頼
し
た
。
そ
の
時
の
葉
書
が
、
①
大
正
十
年
七
月
八
日
付
石
井

鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
で
あ
る
。

①
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
１
７
］）

　
　
　
　
　

七
月
八
日

な
が
〳
〵
挿
画
を
有
り
が
た
く
存
じ

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
上
げ
ま
す
。

偖
『
東
京
』
四
部
作
釘
装
の
お

願
ひ
且
つ
御
相
談
に
お
伺
ひ
し
た
い
の
で

す
が
、
い
つ
参
上
す
れ
ば
お
目
に
か
ゝ
れ
ま
せ

う
か
。
小
生
の
方
は
十
二
日
、
或
は
十
四
日
が
よ

ろ
し
い
の
で
す
が
、
両
日
の
う
ち
に
御
指
定
下

さ
れ
ば
大
雨
で
な
い
限
り
参
上
い
た
し
ま
す
。
御
面
倒

　

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
お
返
事
を
下
さ
い
ま
す
や
う
お
願
ひ
し
ま
す
。

　

葉
書
の
宛
先
は「
府
下
。
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」と
記
さ
れ
、
差

出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
七
月
八
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
消
印
は
地
名
が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
「
□
□
／
10
・
７
・
８
／
后

６
―
８
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正
十
年
七
月
八
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
連
載
し
た
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲
篇
〉

の
挿
絵
の
礼
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、『
東
京
』
四
部
作
の
装
幀
の
依
頼
と
相

談
の
た
め
、
石
井
鶴
三
に
面
会
を
求
め
て
い
る
。

　

し
か
し
、
上
司
小
剣
が
石
井
鶴
三
に
『
東
京
』
四
部
作
の
挿
絵
と
装
幀
を
依

頼
し
た
時
点
で
は
、『
東
京
』
四
部
作
を
任
せ
る
出
版
社
が
決
ま
っ
て
い
な
か
っ

た
。
上
司
小
剣
は
②
大
正
十
年
七
月
三
十
一
日
付
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡

で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

②
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
１
６
］）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
月
三
十
一
日

昨
夜
は
［
途　

ミ
セ
ケ
チ
］
電
車
内
で
失
礼
い
た
し
ま
し

た
。
帰
っ
た
ら
、
玄
文
社
か
ら
最
後
の
返
事
が

来
て
居
り
ま
し
た
。
何
か
埋
め
合
せ
を
し
て

も
ら
つ
て
、『
東
京
』
は
あ
き
ら
め
る
と
い

ふ
こ
と
で
し
た
。
大
分
大
鐙
閣
に
な
る
だ
ら
う
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と
思
ひ
ま
す
。
い
づ
れ
［
又　

左
傍
挿
入
］
参
上
い
た
し
ま
す
が
、
何

分
よ
ろ
し
く
。

　

玄
文
社
も
三
井
氏
が
出
版
部
を
罷や

め
、
長
谷
巳
之
吉
と
［
い
ふ
人
に
な
り
ま

し
た
。　

左
傍
挿
入
］

　

葉
書
の
宛
先
は
「
市
外
板
橋
町
字
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
、

差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
七
月
三
十
一
日
」
と
し
か
記
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
た
、
消
印
は
「
□
□
／
□
・
７
・
31
／
前
９
―
10
」
と
あ
る
も

の
の
、
地
名
と
年
が
判
読
で
き
な
い
。
し
か
し
、
内
容
が
『
東
京
』
四
部
作
を

刊
行
す
る
出
版
社
の
選
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
葉
書
は

『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
が
出
版
さ
れ
る
半
年
ほ
ど
前
、
す
な
わ
ち
大
正
十
年

七
月
三
十
一
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
断
定
し
て
よ
い
。

　

文
面
か
ら
、『
東
京
』
四
部
作
の
版
元
と
し
て
少
な
く
と
も
玄
文
社
と
大
鐙
閣

の
二
社
が
名
乗
り
を
上
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

玄
文
社
は
東
京
の
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
・
伊
東
胡
蝶
園
が
大
正
五
年
に
設
立
し

た
出
版
社
で
あ
る
。大
正
九
年
二
月
三
十
日
に
（
１
）
、
上
司
小
剣
は
玄
文
社
か
ら『
花

道
』
を
刊
行
し
た
。
そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
玄
文
社
は
『
東
京
』
四
部
作
の
出

版
も
自
社
で
引
き
受
け
た
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　
『
花
道
』の
挿
絵
と
装
幀
も
石
井
鶴
三
が
担
当
し
た
。
し
か
し
、
石
井
鶴
三
と

玄
文
社
と
の
間
で
仕
事
の
進
行
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
上
司
小
剣
も

間
に
立
っ
て
心
を
砕
い
た
（
２
）
。
上
司
小
剣
と
し
て
は
、『
花
道
』
刊
行
の
際
に
石
井

鶴
三
に
か
け
た
迷
惑
を
考
え
る
と
、
玄
文
社
に
は
『
東
京
』
四
部
作
の
出
版
を

頼
み
に
く
い
状
況
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
玄
文
社
に
対
し
て
は
、
難
色
を
示
し

た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
②
の
書
簡
に
は
「
玄
文
社
か
ら
最
後
の
返
事
が
来
て
居

り
ま
し
た
。
何
か
埋
め
合
せ
を
し
て
も
ら
つ
て
、『
東
京
』
は
あ
き
ら
め
る
と
い

ふ
こ
と
で
し
た
」
と
あ
る
。

　

さ
ら
に
「
玄
文
社
も
三
井
氏
が
出
版
部
を
罷や

め
、
長
谷
巳
之
吉
と
い
ふ
人
に

な
り
ま
し
た
」
と
報
告
し
て
い
る
。「
三
井
氏
」
と
は
、
玄
文
社
の
出
版
部
に

い
た
三
井
玉
輝
で
、『
花
道
』
の
発
行
を
担
当
し
た
。
そ
の
三
井
が
玄
文
社
の
出

版
部
を
辞
め
、
そ
の
後
任
が
「
長
谷
巳
之
吉
」（
長
谷
川
巳
之
吉
）
だ
と
い
う
。

長
谷
川
巳
之
吉
（
一
八
九
三
―
一
九
七
三
）
は
、
銀
行
員
な
ど
を
経
て
、
大
正

五
年
に
太
陽
通
信
社
に
入
社
、
雑
誌
「
黒
潮
」
を
編
集
し
た
。
大
正
七
年
、
玄

文
社
で
販
売
部
長
を
し
て
い
た
小
倉
武
郎
に
誘
わ
れ
て
、
玄
文
社
に
入
社
し

た
。「
新
家
庭
」（
大
正
５
年
３
月
～
同
12
年
９
月
）
や
「
新
演
芸
」（
大
正
５

年
３
月
～
14
年
４
月
）、「
詩
聖
」（
大
正
10
年
10
月
～
12
月
９
月
）「
劇
と
評
論

〈
第
一
次
〉」（
大
正
11
年
６
月
～
12
年
９
月
）
な
ど
の
編
集
に
携
わ
り
、
出
版

部
長
を
務
め
た
。
大
正
八
年
五
月
か
ら
長
谷
川
巳
之
吉
に
代
わ
り
、
三
井
玉
輝

が
そ
の
任
に
就
い
た
が
（
３
）

、
上
司
小
剣
の
証
言
か
ら
、
大
正
十
年
に
三
井
玉
輝

が
出
版
部
を
辞
め
、
長
谷
川
巳
之
吉
が
復
任
し
た
ら
し
い
（
４
）

。

　

話
を
元
に
戻
す
と
、
結
局
『
東
京
』
四
部
作
は
大
鐙
閣
か
ら
刊
行
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
そ
れ
を
知
ら
せ
た
の
が
、
③
大
正
十
年
八
月
六
日
付
石
井
鶴
三

宛
上
司
小
剣
書
簡
で
あ
る
。

③
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
１
５
］）

『
東
京
』
は
い
よ
〳
〵
大
鐙
閣
と

決
定
い
た
し
ま
し
た
。［
去
る
十
日
頃
に
出
版
契
約
書
を
取
り
交
は
す
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。　

左
傍
挿
入
］
お
た
の
み
し
て
あ

り
ま
し
た
通
り
で
、
釘
装
並
に
挿
画

の
御
進
行
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。
背

皮
は
丸
い
方
が
よ
い
か
も
知
れ
ん
と
大
鐙
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閣
支
配
人
の
話
で
し
た
。
両
極
に
通
じ
る
や
う

に
御
考
案
を
願
ひ
ま
す
。

　

奥
様
に
よ
ろ
し
く
。
八
月
六
日
。

　

葉
書
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
、

差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
八
月
六
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
消
印
は
「
白
金
／
10
・
８
・
６
／
前
９
―
10
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正

十
年
八
月
六
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
『
東
京
』四
部
作
の
出
版
を
引
き
受
け
た
大
鐙
閣
は
、
大
正
八
年
六
月
か
ら
十

二
年
九
月
ま
で
、
雑
誌
「
解
放
」
を
発
行
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
東
京
市
神

田
区
錦
町
三
丁
目
五
番
地
（
大
正
七
年
に
株
式
会
社
と
な
っ
て
、
東
京
市
京
橋

区
桶
町
十
五
番
地
に
移
転
し
た
よ
う
で
あ
る
）、
大
阪
市
南
区
三
休
橋
南
詰
の

二
か
所
に
会
社
を
構
え
て
い
た
。
社
長
は
久
世
勇
三
（
５
）
で
、
面
家
荘
佶

（
６
）
が
支
配
人

だ
っ
た
。
③
の
書
簡
に
出
て
く
る
「
大
鐙
閣
支
配
人
」
は
、
面
家
荘
佶
で
あ
る
。

面
家
荘
佶
は
「
背
皮
は
丸
い
方
が
よ
い
か
も
知
れ
ん
」
と
提
案
し
た
よ
う
だ
が
、

出
来
上
が
っ
た
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
は
角
背
で
あ
る
。

　

③
の
書
簡
に
は
「
お
た
の
み
し
て
あ
り
ま
し
た
通
り
で
、
釘
装
並
に
挿
画
の

御
進
行
を
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
」
と
あ
る
。
上
司
小
剣
は
、
①
大
正
十
年
七
月

八
日
付
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
に
、『
東
京
』
四
部
作
の
装
幀
の
依
頼
と
相

談
の
た
め
、
石
井
鶴
三
を
訪
ね
た
い
と
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に
「
小
生
の
方
は

十
二
日
、
或
は
十
四
日
が
よ
ろ
し
い
の
で
す
が
、
両
日
の
う
ち
に
御
指
定
下
さ

れ
ば
大
雨
で
な
い
限
り
参
上
い
た
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
の
で
、
石
井
鶴
三

と
の
会
見
は
大
正
十
年
八
月
十
二
日
ま
た
は
十
四
日
に
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が

高
い
。
そ
の
際
、
挿
絵
や
装
幀
に
つ
い
て
も
具
体
的
に
検
討
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　
　
　
三

　

出
版
社
も
決
ま
り
、
い
よ
い
よ
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
本
作
り
が
始

ま
る
。
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
か
ら
は
、
そ
の
作
業
の
様
子
が
窺
え
る
。

④
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
３
１
］）

拝
呈

先
夜
は
失
礼
い
た
し
ま
し
た

わ
ざ
〳
〵
御
足
来

下
さ
い
ま
し
て
、
何
ん

の
風
情
も
な
く
失

礼
い
た
し
ま
し
た

偖
『
東
京
』
も
初

め
の
方
が
い
よ
〳
〵

校
了
に
な
り
ま

し
て
、
工
場
の
方

で
あ
け
て
待
つ
て
居

り
ま
す
か
ら
、
何
卒

日
比
谷
の
絵
と

浜
町
の
絵
と
を

お
そ
れ
入
り
ま
す
が
大

至
急
に
お
願
ひ
い

た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
お
忙
し
い
と
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こ
ろ
を
御
催
促

申
し
て
な
ん
と
も

済
み
ま
せ
ん
何
卒

よ
ろ
し
く
、
な
ほ

口
絵
も
印
刷
に

か
ゝ
り
ま
す
か
ら

成
る
べ
く
、
お
早
く
お

願
ひ
い
た
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　
　
　
　
　

敬
具

　
　

九
月
十
三
日

　
　
　
　

上
司
生

　
　
　

石
井
様

　
　
　
　
　

侍
史

　

封
筒
表
の
宛
先
は
「
板
橋
。
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
封
筒
裏
の
差
出
人
は
「
東
京
府
下
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
／
大
正.

ア
キ

年
十
月
二
日
」
と
あ
る
。
封
筒
裏
は
日
付
の
数
字
の
み
ペ
ン
書
き
で
、
そ
の
他

は
封
筒
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
。
切
手
や
消
印
は
な
い
が
、
封
筒
裏
の
日
付
か
ら

こ
の
封
筒
は
「
十
月
二
日
」
に
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
封
書
の
中
身
は
巻

紙
で
毛
筆
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
文
の
日
付
は
「
九
月
十
三
日
」
と
な
っ
て

い
る
。
封
筒
と
本
文
の
日
付
が
大
幅
に
ず
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、（
仮
番
号
・
高

１
─
３
１
）
の
封
書
は
中
身
の
入
れ
違
い
の
可
能
性
が
あ
る
。
封
筒
が
用
い
ら

れ
た
年
は
わ
か
ら
な
い
。
一
方
、
巻
紙
で
は
、
上
司
小
剣
が
「『
東
京
』
も
初
め

の
方
が
い
よ
〳
〵
校
了
」
に
な
っ
た
と
知
ら
せ
て
い
る
。
続
け
て
「
何
卒
日
比

谷
の
絵
と
浜
町
の
絵
と
を
お
そ
れ
入
り
ま
す
が
大
至
急
に
お
願
ひ
い
た
し
た
い

と
存
じ
ま
す
」
と
あ
る
。
こ
の
「
日
比
谷
の
絵
」
と
「
浜
町
の
絵
」
は
い
ず
れ

も
「
東
京
」
第
一
部
〈
愛
欲
篇
〉
の
場
面
で
あ
る
か
ら
、
④
の
書
簡
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
の
は
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
だ
と
思
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
巻

紙
は
大
正
十
年
九
月
十
三
日
に
書
か
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
の
で
あ
る
。

　

文
面
か
ら
「
九
月
十
三
日
」
の
「
先
夜
」、
す
な
わ
ち
大
正
十
年
九
月
十
二
日

に
石
井
鶴
三
が
上
司
小
剣
の
も
と
を
訪
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
用
向
き
は
記
し

て
い
な
い
が
、
そ
こ
で
も
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
挿
絵
や
装
幀
が
話
題

に
上
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

ま
た
、
④
の
書
簡
で
は
、「『
東
京
』
も
初
め
の
方
が
い
よ
〳
〵
校
了
」
に
な
っ

た
の
で
、「
初
め
の
方
」
の
挿
絵
と
口
絵
を
「
大
至
急
に
」
用
意
し
て
く
れ
る
よ

う
頼
ん
で
い
る
。『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
は
、
本
文
全
体
の
校
正
が
済
み
、

す
べ
て
の
原
稿
が
揃
っ
た
上
で
、
印
刷
所
に
回
さ
れ
た
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。

本
文
の
校
正
が
済
ん
だ
箇
所
か
ら
印
刷
に
取
り
か
か
る
と
い
う
方
法
が
と
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
入
稿
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
上
司
小
剣
の
校
正

作
業
の
進
み
具
合
に
よ
っ
た
。
④
の
書
簡
か
ら
、
石
井
鶴
三
に
は
、
本
文
の
校

正
作
業
に
合
わ
せ
て
、
挿
絵
や
装
幀
を
準
備
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
よ
う
で

あ
る
。

⑤
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
［
高
１
─
２
１
４
］）

　
　

十
月
十
四
日

暫
ら
く
御
無
沙
汰
い
た
し
ま
し
た
。

　
［
先
日
一
度
葉
が
き
出
し
ま
し
た
が
、
板
橋
を
淀
橋
と　

行
間
挿
入
］

『
東
京
』
の
校
正
が
、
半
分
ほ
ど

　
［
しマ

マた
め
戻
つ
て
ま
ゐ
り
ま
し
た
。　

行
間
挿
入
］

す
み
ま
し
た
が
、
表
紙
と
画
と
は
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お
願
ひ
が
出
来
ま
し
た
で
せ
う
か
。

大
鐙
閣
へ
聞
き
合
は
し
て
も
、
あ
す

こ
は
会
社
で
ご
た
〳
〵
し
て
ゐ
て
よ

く
分
り
ま
せ
ん
の
で
一
寸
お
伺
ひ
申
上
げ
ま
す
。

　

葉
書
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
。
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
赤
鉛
筆

で
記
さ
れ
、
差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。

本
文
に
は
「
十
月
十
四
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。
消
印
は
地
名
と
時
間

が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
「
□
□
／
10
・
10
・
14
／
□
□
―
５
」
と
あ
る
か
ら
、

こ
の
葉
書
は
大
正
十
年
十
月
十
四
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
文
は
赤
鉛

筆
書
き
だ
が
、
行
間
の
挿
入
文
は
黒
イ
ン
ク
の
ペ
ン
で
書
か
れ
て
い
る
。

　

文
面
か
ら
、
大
正
十
年
十
月
十
四
日
に
は
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
本

文
の
校
正
が
「
半
分
ほ
ど
」
済
ん
で
い
た
ら
し
い
。
さ
ら
に
、「
表
紙
と
画
」
の

進
捗
状
況
を
尋
ね
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
上
司
小
剣
は
「
大
鐙
閣
へ
聞
き
合
は

し
て
も
、
あ
す
こ
は
会
社
で
ご
た
〳
〵
し
て
ゐ
て
よ
く
分
り
ま
せ
ん
の
で
」
と

説
明
し
て
い
る
。

　

石
井
鶴
三
も
ま
た
、
出
版
社
か
ら
連
絡
が
な
い
の
で
困
っ
て
い
た
ら
し
く
、

上
司
小
剣
に
葉
書
を
出
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
す
る
上
司
小
剣
の
返
信

が
、
⑥
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
だ
と
思
わ
れ
る
。

⑥
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
・
高
１
─
２
３
５
）

　
　
　

十
月
三
十
日

お
葉
が
き
有
り
難
く
、
寸
法
は
お
［
示
し　

右
傍
挿
入
］［
不
明
二
字　

ミ
セ
ケ

チ
］
の

　
［
校
正
が
漸
く
終
り
ま
し
た　

行
間
挿
入
］

通
り
と
存
じ
ま
す
。［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］何
分
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
大
鐙
閣
か
ら
も
直
接
お

願
ひ
い
た
す
や
う
申
し
て
お
い
た
の
で
す
け
れ

ど
、
株
式
会
社
で
［
不
明
二
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
す
か
ら
、
係
り
の
人
が

多
く
て
、［
却
つ
て　

左
傍
挿
入
］
手
落
ち
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
な

ほ
今
日
支
配
人
の
面お
も
や家

と
い
ふ
人
に
手
紙
を
出
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
］

	

し
た
。

　

葉
書
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
、

差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
が
、
行
間
の
挿
入
文
は
赤
鉛
筆
で
書
か
れ
て
い
る
。

消
印
は
判
読
不
能
で
、
本
文
に
は
「
十
月
三
十
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
「
お
葉
が
き
有
り
難
く
、
寸
法
は
お
示
し
の
通
り
と
存
じ
ま
す
」と
い
う
の
で
、

石
井
鶴
三
が
上
司
小
剣
に「
寸
法
」を
知
ら
せ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
に「
大

鐙
閣
か
ら
も
直
接
お
願
ひ
い
た
す
や
う
申
し
て
お
い
た
の
で
す
け
れ
ど
」
と
あ

る
か
ら
、
こ
の
「
寸
法
」
と
は
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
「
寸
法
」
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
⑥
の
書
簡
は
、
大
正
十
年
十
月
三
十
日
に
書
か
れ
た
も

の
と
推
定
す
る
。

　

上
司
小
剣
は
、
大
鐙
閣
の
不
手
際
を
「
株
式
会
社
で
す
か
ら
、
係
り
の
人
が

多
く
て
、
却
つ
て
手
落
ち
が
あ
つ
た
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」と
述
べ
て
い
る
。先

に
も
述
べ
た
と
お
り
、
大
鐙
閣
は
東
京
と
大
阪
の
二
か
所
に
会
社
を
置
い
て
い

た
。
詳
細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
当
時
は
社
長
と
支
配
人
で
会
社
を
切
り
回
し
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。
既
に
、
雑
誌
「
解
放
」
は
解
放
社
が
発
行
し
、
解
放
社
の

事
務
所
も
大
鐙
閣
か
ら
分
離
し
て
い
た
が
（
７
）

、
大
鐙
閣
は
歴
史
や
地
理
、
経
済
、

文
化
、
教
育
、
思
想
な
ど
の
専
門
書
か
ら
一
般
書
ま
で
多
様
な
出
版
物
を
次
々
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に
刊
行
し
て
い
た

（
８
）

。
そ
の
た
め
、
複
数
の
社
員
を
抱
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
こ
の
時
期
、
大
鐙
閣
か
ら
出
版
さ
れ
た
本
の
奥
付
を
確
認
す
る
と
、

発
行
人
が
社
長
の
久
世
勇
三
と
な
っ
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
支
配
人
の
面

家
荘
佶
の
場
合
も
あ
る
。
大
鐙
閣
で
は
社
長
と
支
配
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人
脈
で

仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
⑤
の
書
簡
で
上
司
小
剣

が
「
会
社
で
ご
た
く
し
て
ゐ
て
」「
聞
き
合
は
し
て
も
」「
よ
く
分
り
ま
せ
ん
」

と
愚
痴
っ
て
い
た
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
す
る
。

　

大
鐙
閣
か
ら
石
井
鶴
三
に
連
絡
が
な
い
の
を
知
っ
て
、
上
司
小
剣
は
「
支
配

人
の
面お
も
や家
」
に
手
紙
を
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
司
小
剣
は
自
著
の
た
め
に
、

石
井
鶴
三
と
大
鐙
閣
の
仲
介
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

⑥
の
書
簡
の
挿
入
文
か
ら
、
大
正
十
年
十
月
三
十
日
に
は
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
本
文
の
校
正
は
終
了
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
よ
い
よ
本
作

り
は
印
刷
、
製
本
に
進
む
わ
け
だ
が
、
そ
の
作
業
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
上

司
小
剣
は
気
を
配
っ
て
い
る
。

⑦
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
・
高
１
─
２
１
３
）

　
　

十
一
月
二
日

昨
夜
は
お
邪
魔
い
た
し
ま
し
た
。
何
分
よ
ろ
し
く
願

ひ
ま
す
。
挿
画
は
日
比
谷
の
夕
、
濱
町
の
朝
と

い
ふ
や
う
に
、
画
の
中
へ
字
を
書か

き
込
ん
で
下
さ
る
と

印
刷
す
る
時
及
製
本
の
折
り
に
も
便
利
と
存
じ

ま
す
が
い
か
が
で
せ
う
。

そ
れ
か
ら
函は
こ　

（
図
）　

の
意
匠
も
表
紙
と
配
分
の

	

よ
い
の
を
、
簡
単
な
印
刷
で

	

出
来
る
や
う
お
考
へ
を
願
ひ
ま
す
。

奥
様
に

　
　
　

よ
ろ
し
く
。

　

葉
書
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
、

差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
十
一
月
二
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
消
印
は
「
白
金
／
10
・
11
・
３
／
后
０
―
１
」
と
あ
る
か
ら
、
大

正
十
年
十
一
月
二
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
昨
夜
は
お
邪
魔
い
た
し
ま
し
た
」と
い
う
の
で
、
上
司
小
剣
は
こ
の
葉
書
を

書
く
前
日
、
す
な
わ
ち
大
正
十
年
十
一
月
一
日
の
夜
、
石
井
鶴
三
宅
を
訪
問
し

た
よ
う
で
あ
る
。

　

⑦
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
、
印
刷
や
製
本
の
際
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
、

挿
絵
に
小
見
出
し
を
入
れ
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
石
井
鶴
三
は
上
司
小
剣
の
意

向
に
従
っ
た
。『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
挿
絵
に
は
、
署
名
の
上
に
小
見
出

し
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

先
に
挙
げ
た
④
の
書
簡
で
、
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
「
何
卒
日
比
谷
の
絵

と
浜
町
の
絵
と
を
お
そ
れ
入
り
ま
す
が
大
至
急
に
お
願
ひ
い
た
し
た
い
と
存
じ

ま
す
」
と
催
促
し
て
い
た
。
し
か
し
、
⑦
の
書
簡
に
は
「
挿
画
は
日
比
谷
の
夕
、

濱
町
の
朝
と
い
ふ
や
う
に
、
画
の
中
へ
字
を
書か

き
込
ん
で
下
さ
る
と
印
刷
す
る

時
及
製
本
の
折
り
に
も
便
利
と
存
じ
ま
す
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
挿
絵
は
本
文

の
校
正
が
終
了
し
て
か
ら
用
意
さ
れ
、
本
文
と
は
別
に
印
刷
所
に
渡
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
⑦
の
書
簡
で
上
司
小
剣
は
、
石
井
鶴
三
に
函
の
意
匠
も
頼
ん
で
い
る
。

出
来
上
が
っ
た
函
は
、
中
身
の
本
に
比
べ
る
と
、
単
色
刷
り
で
い
た
っ
て
簡
素

で
あ
る
。
し
か
し
、
函
の
表
に
は
本
の
表
紙
と
同
じ
カ
ッ
ト
が
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
石
井
鶴
三
は
「
表
紙
と
配
分
の
よ
い
の
を
」
と
い
う
上
司
小
剣
の
注
文
に
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応
え
て
い
る
。
し
か
も
、「
簡
単
な
印
刷
で
出
来
る
や
う
」
と
い
う
条
件
で
、
可

能
な
限
り
の
工
夫
を
凝
ら
し
た
の
で
あ
る
。

⑧
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
・
高
１
─
２
１
２
）

［
一
、
如
何
な
る
場
合
に
於
て
も
人
間
が
人
間
を
殺
す
と
い
ふ
こ
と
を
憎
み
ま

す
。
そ
れ
が
兇
行
の　

ミ
セ
ケ
チ
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
八
日

何
分
よ
ろ
し
く
お
願
ひ
い
た
し
ま
す
。

雨
は
池
袋
の
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
へ
着
い
て
か
ら

降
り
ま
し
た
。
丁
度
よ
ろ
し
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

大
鐙
閣
の
人
が
ま
ゐ
り
ま
し
た
。
画
の
入
れ

場
所
（
小
み
だ
し
の
境
ひ
目
へ
挟
む
こ
と
）
を
間
ち
が
へ

［
な
い
や
う
に
、
御
注
意
下
さ
る
や
う
／
お
願
ひ
致
し
ま
す
。　

右
傍
挿
入
］

　

葉
書
の
宛
先
は「
府
下
。
板
橋
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」と
記
さ
れ
、
差

出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ
び

宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
十
一
月
八
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
消
印
は
地
名
が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
「
□
□
／
10
・
11
・
８
／
前

９
―
10
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正
十
年
十
一
月
八
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
、
書
簡
⑧
で
も
石
井
鶴
三
に
「
画
の
入
れ
場
所
（
小
み
だ
し
の

境
ひ
目
へ
挟
む
こ
と
）を
間
ち
が
へ
な
い
や
う
に
」と
注
意
を
促
し
て
い
る
。
上

司
小
剣
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
挿
絵
の
場
所
を
気
に
す
る
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
、
大
正
十
年
一
月
十
三
日
付
の
石
井
鶴
三
に
宛
て
た
賀
状
（
仮

番
号
・
高
１
─
２
６
）
の
中
で
、「
目
下
『
花
道
』
の
校
正
に
忙
殺
さ
れ
て
居
り

ま
す
。
二
ヶ
所
の
印
刷
屋
で
や
つ
て
早
く
出
さ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
、

校
正
が
大
変
で
す
。
小
さ
く
か
い
て
い
た
ゞ
い
た
画
の
入
れ
場
所
が
め
ち
や
〳

〵
で
困
つ
て
居
り
ま
す
（
玄
文
社
の
方
で
入
れ
ち
が
へ
た
の
で
す
）」
と
述
べ
て

い
る
。
挿
絵
の
挿
入
を
出
版
社
に
任
せ
た
せ
い
で
、『
花
道
』
の
挿
絵
の
多
く
が

本
文
の
場
面
と
一
致
し
な
い
箇
所
に
入
れ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
失
敗
か
ら
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
時
に
は
、
挿
絵
を
入

れ
る
場
所
の
確
認
を
石
井
鶴
三
に
頼
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

⑨
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
・
高
１
─
２
１
１
）

装
禎
及
挿
画
あ
り
が
た
く
。

御
来
訪
下
さ
い
ま
し
た
さ
う
で
す
が
、
旅
行
中
で

失
礼
致
し
ま
し
た
。
新
年
も
の
ゝ
仕
事
が
忙

し
い
の
で
、
此
処
へ
転
地
い
た
し
て
居
り
ま
す
。

先
は
御
礼
ま
で
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

府
下
。
大
森
、
森
ヶ
崎

　
　
　

十
一
月
二
十
日　

大
金
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
司
生

　

葉
書
の
宛
先
は
「
東
京
。
板
橋
町
中
丸
二
六
六
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。
差
出
人
は
、
葉
書
の
裏
に
「
府
下
。
大
森
、
森
ヶ
崎
／
大
金
方
／
上

司
生
」
と
あ
る
。
本
文
お
よ
び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
十
一

月
二
十
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
消
印
は
「
白
金
／
10
・
11
・
21
／

前
９
―
10
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正
十
年
十
一
月
二
十
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。

　

冒
頭
に
「
装
禎
及
挿
画
あ
り
が
た
く
」
と
あ
る
の
で
、
大
正
十
年
十
一
月
二
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十
日
に
は
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
挿
絵
と
装
幀
が
す
べ
て
調
っ
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

文
面
か
ら
上
司
小
剣
の
留
守
中
に
、
石
井
鶴
三
が
上
司
小
剣
を
訪
ね
た
こ
と

が
わ
か
る
。
上
司
小
剣
が
い
つ
か
ら
森
ヶ
崎
（
現
・
東
京
都
大
田
区
大
森
南
）

に
滞
在
し
て
い
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
⑧
の
書
簡
に
よ
る
と
、
大
正
十

年
十
一
月
八
日
に
は
自
宅
に
い
た
よ
う
だ
か
ら
、
森
ヶ
崎
に
行
っ
た
の
は
、
そ

れ
以
降
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。「
大
金
」は
上
司
小
剣
が
森
ヶ
崎
に
行
っ

た
と
き
の
定
宿
で
あ
っ
た
。
上
司
小
剣
は
、
そ
こ
で
「
新
年
も
の
ゝ
仕
事
」
を

し
て
い
る
と
い
う
。「
新
年
も
の
」
と
は
、
大
正
十
一
年
一
月
に
発
表
さ
れ
た

「
白
色
の
恐
怖
」（「
解
放
」）、「
か
く
し
髷
」（「
太
陽
」）、「
寅
号
金
庫
」（「
中
央
公

論
」）、「『
関
ヶ
原
軍
記
』」（「
新
演
芸
」）、「
選
後
に
」（「
小
説
倶
楽
部
」）、「
当
来

の
文
芸
」（「
文
芸
旬
報
」）、「
月
評
是
非
の
問
題
に
就
い
て
〈
ア
ン
ケ
ー
ト
〉
人

次
第
で
あ
る
」（「
新
潮
」）、「
今
年
も
『
東
京
』
其
完
成
に
努
力
す
る
」（「
時
事

新
報
」
３
日
）、「
芸
術
は
文
明
か
ら
逃
げ
る
」（「
時
事
新
報
」
６
～
７
日
）
で
あ

る
。

⑩
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
・
高
１
─
２
３
７
）

い
ろ
〳
〵
有
り
難
く
存
じ
ま
し
た
。

も
う
直
ぐ
出
来
る
［
こ
と
と　

左
傍
挿
入
］［
不
明
二
字　

ミ
セ
ケ
チ
］
存
じ
ま

す
。
校

正
は
御
覧
に
入
れ
た
で
せ
う
。

小
生
は
昨
日
帰
り
ま
し
た
。
い
づ
れ
そ
の
う
ち
。

　
　

十
二
月
三
日

　

葉
書
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
中
丸
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
、

差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
十
二
月
三
日
」
と
し
か
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
消
印
は
時
間
が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
「
白
金
／
10
・
12
・
３
／

□
□
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正
十
年
十
二
月
三
日
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
「
小
生
は
昨
日
帰
り
ま
し
た
」と
い
う
の
で
、
上
司
小
剣
が
森
ヶ
崎
か
ら
自
宅

に
帰
っ
て
き
た
の
は
、
大
正
十
年
十
二
月
三
日
の
前
日
、
す
な
わ
ち
十
二
月
二

日
で
あ
る
。
改
め
て
礼
を
述
べ
、 『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
が
も
う
す
ぐ
出
来

る
だ
ろ
う
と
知
ら
せ
て
い
る
。「
校
正
は
御
覧
に
入
れ
た
で
せ
う
」と
あ
る
の
で
、

石
井
鶴
三
も
挿
絵
や
装
幀
の
校
正
を
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。『
花
道
』 

の
時
に
は
、

出
版
社
の
不
行
き
届
き
で
、
石
井
鶴
三
に
校
正
が
行
か
な
か
っ
た
た
め
、
先
に

も
述
べ
た
よ
う
に
「
画
の
入
れ
場
所
が
め
ち
や
〳
〵
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
あ
る（

（
（

。
し
た
が
っ
て
、 『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
に
つ
い
て
は
、
石
井
鶴
三

に
挿
絵
と
装
幀
の
校
正
を
見
て
も
ら
う
よ
う
に
と
、
上
司
小
剣
か
ら
大
鐙
閣
に

指
示
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

上
司
小
剣
は
最
後
に
「
い
づ
れ
そ
の
う
ち
」
と
し
た
た
め
て
い
る
。
も
ち
ろ

ん
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
用
事
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
大
正
十
年

頃
に
は
、
上
司
小
剣
と
石
井
鶴
三
は
頻
繁
に
互
い
の
家
を
往
き
来
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

⑪
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
（
仮
番
号
・
高
１
─
２
３
６
）

　
　
　
　
　
　

十
二
月
十
五
日

拝
呈
『
東
京
』
の
幀
［
飾　

ミ
セ
ケ
チ
］
装

挿
画
と
も
非
常
に
結
構
で
ご

ざ
い
ま
し
た
ね
。
只
今
拝
見
し
て
、
本
文
の

恥
か
し
い
の
を
感
じ
て
居
り
ま
す
。
今
後



46

と
も
よ
ろ
し
く
願
ひ
﹇
上
げ　

左
傍
挿
入
﹈
ま
す
。
先
は
御
礼
ま
で
。

愛
慾
の
慾
の
字
が
「
欲
」
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、

［
不
明
一
字　

ミ
セ
ケ
チ
﹈﹇
一　

左
傍
挿
入
﹈
寸
気
に
な
り
ま
し
た
［
不
明
一

字　

ミ
セ
ケ
チ
］
が
、
調
べ
て
み
た
ら
欲
で
も
よ
か
つ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
次
ぎ
に
は
統
一
し
ま
せ
う
ね
。

　

葉
書
の
宛
先
は
「
府
下
。
板
橋
町
中
丸
二
八
二
／
石
井
鶴
三
様
」
と
記
さ
れ
、

差
出
人
は
「
東
京
、
下
目
黒
四
一
二
／
上
司
小
剣
」（
印
）
と
あ
る
。
本
文
お
よ

び
宛
先
は
ペ
ン
書
き
で
あ
る
。
本
文
に
は
「
十
二
月
十
五
日
」
と
し
か
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
消
印
は
地
名
、
日
や
時
間
が
判
読
で
き
な
い
も
の
の
「
□
□
／

10
・
12
・
□
／
□
□
―
□
」
と
あ
る
か
ら
、
大
正
十
年
十
二
月
十
五
日
に
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

上
司
小
剣
は
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
が
完
成
し
た
の
で
、
石
井
鶴
三
に

改
め
て
挿
絵
と
装
幀
の
礼
を
述
べ
て
い
る
。

　
「
愛
慾
の
慾
の
字
が
「
欲
」
に
な
つ
て
ゐ
ま
し
た
の
で
、
一
寸
気
に
な
り
ま
し

た
」
と
い
う
の
は
、
初
版
本
で
は
序
、
本
文
、
奥
付
な
ど
が
「
愛
慾0

篇
」
と
な

っ
て
い
る
の
に
、
背
表
紙
と
扉
の
題
字
は
「
愛
欲0

篇
」
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
上
司
小
剣
は
「
慾
」
を
用
い
て
い
る
の
だ
が
、
石
井
鶴
三
は

「
欲
」
を
使
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
一
冊
の
本
に
「
愛
慾0

篇
」
と
「
愛
欲0

篇
」
が
混
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
上
司
小
剣
が
「
こ
の
次
ぎ
に
は
統
一
し
ま

せ
う
ね
」
と
述
べ
た
よ
う
に
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
は
再
版
時
に
背
表
紙

と
扉
の
題
字
も
「
愛
慾0

篇
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
四

　

今
回
紹
介
し
た
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
十
一
通
は
、 

『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
制
作
の
行
程
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。
日
本
近
代
文
学
館
に
は
上
司
小
剣
の
御
遺
族
が
寄
贈
さ
れ
た
資
料
が

「
上
司
小
剣
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
中
に
上
司
小

剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
が
十
通
あ
る（

（1
（

。
そ
の
内
容
は
上
司
小
剣
の
『
東
京
』
四
部

作
の
挿
絵
や
装
幀
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
紹
介
し
た
、
例
え
ば
石

井
鶴
三
宛
上
司
小
剣
書
簡
①
の
「
お
返
事
を
下
さ
い
ま
す
や
う
お
願
ひ
し
ま

す
」
に
対
す
る
石
井
鶴
三
の
返
信
や
、
⑥
の
「
お
葉
が
き
有
り
難
く
」
に
あ
た

る
葉
書
は
な
い
。
石
井
鶴
三
が
上
司
小
剣
に
宛
て
た
手
紙
の
内
容
は
上
司
小
剣

の
書
簡
か
ら
推
測
す
る
し
か
な
い
の
だ
が
、
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
宛
上

司
小
剣
書
簡
か
ら
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
に
関
す
る
十
一
通
を
時
系
列
に

並
べ
る
と
、
本
文
の
校
正
、
挿
絵
や
装
幀
の
制
作
な
ど
そ
の
本
作
り
の
進
捗

状
況
が
窺
え
る
。

　

ま
た
、『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
に
つ
い
て
は
、
著
者
で
あ
る
上
司
小
剣
が

出
版
社
と
装
幀
家
の
連
絡
を
仲
介
し
、
積
極
的
に
両
者
に
働
き
か
け
て
い
た
。

『
花
道
』
で
の
ト
ラ
ブ
ル
を
経
験
し
、
そ
れ
を
教
訓
に
し
て
、
ご
た
ご
た
を
回

避
し
よ
う
と
尽
力
し
た
の
だ
ろ
う
。『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
に
つ
い
て
は
、

何
度
も
石
井
鶴
三
に
会
っ
て
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
い
る
し
、
問
い
合
わ
せ
の

手
紙
を
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ほ
ど
『
東
京
』
四
部
作
は
、
上
司
小
剣
に
と
っ
て

重
要
な
作
品
で
あ
っ
た
。
上
司
小
剣
は
石
井
鶴
三
に
出
会
っ
て
初
め
て
挿
絵
の

重
要
性
に
気
づ
い
た
く
ら
い
だ
か
ら（

（1
（

、
か
つ
て
は
装
幀
に
凝
る
作
家
で
は
な

か
っ
た
。『
花
道
』『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
本
作
り
を
通
し
て
、
上
司
小

剣
に
装
幀
の
価
値
を
教
え
た
の
も
石
井
鶴
三
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
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注

⑴　

発
行
日
は
奥
付
の
記
載
に
従
っ
た
。

⑵　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
森
の
家
』『
花
道
』
の
挿
絵
と
装
幀
に
関
し
て
―
石
井
鶴
三
宛
上
司

小
剣
書
簡
か
ら
―
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
」
第
１
号
、
平
成
24
年
３
月
31
日
）、

「
上
司
小
剣
『
東
京
』〈
愛
欲
篇
〉
の
新
聞
連
載
の
事
情
―
信
州
大
学
所
蔵
石
井
鶴
三
関
連

資
料
か
ら
―
」（「
信
州
大
学
附
属
図
書
館
研
究
」
第
２
号
、
平
成
25
年
１
月
31
日
）
参
照
。

⑶　

大
正
八
年
五
月
八
日
付
「
時
事
新
報
」
の
「
文
芸
消
息
」
欄
に
「
長
谷
川
巳
之
吉
氏
玄

文
社
経
理
部
を
司
る
。
後
任
出
版
部
長
は
三
井
玉
輝
氏
」
と
あ
る
。

⑷　

大
正
十
一
年
十
月
十
九
日
付
「
時
事
新
報
」
の
「
文
芸
消
息
」
欄
に
「
長
谷
川
巳
之
吉

氏
は
玄
文
社
を
退
く
」
と
あ
る
。
長
谷
川
巳
之
吉
は
、
玄
文
社
を
辞
め
た
後
、
大
正
十
二

年
に
第
一
書
房
を
創
業
し
た
。

⑸　

久
世
勇
三
に
つ
い
て
、
宇
野
浩
二
が
『
文
学
の
青
春
期
』（
昭
和
61
年
12
月
1
日
発
行
、

沖
積
舎
）
の
中
で
、
小
林
政
治
（
天
眠
）
の
次
の
よ
う
な
言
葉
を
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
天
佑
社
と
相
前
後
し
て
東
京
で
旗
上
げ
し
た
も
の
に
、
久
世
君
（
註
、
私
の
中

学
同
級
で
、
当
時
、『
改
造
』、『
中
央
公
論
』
と
な
ら
び
称
せ
ら
れ
た
、『
解
放
』
を
出

し
た
）
の
大
鐙
閣
と
、
金
尾
君
の
文
淵
堂
が
あ
り
ま
す
が
、
当
時
東
京
に
於
け
る
此

の
三
つ
の
新
興
出
版
業
者
が
、
偶
然
に
も
、
期
せ
ず
し
て
、
い
づ
れ
も
大
阪
出
身

者
で
あ
つ
た
事
は
不
思
議
で
あ
つ
た
と
思
ひ
ま
す
。

久
世
勇
三
は
大
阪
の
出
身
で
、
宇
野
浩
二
や
鍋
井
克
之
ら
と
交
流
し
、
明
治
四
十
五

年
三
月
か
ら
大
正
元
年
八
月
ま
で
、
雑
誌
「
短
檠
」（
全
６
冊
）
を
発
行
し
た
。
明
石
利
代

は
『
関
西
文
壇
の
形
成
―
明
治
・
大
正
期
の
歌
誌
を
中
心
に
―
』（
昭
和
50
年
９
月
20
日
発

行
、
前
田
書
店
出
版
部
）
の
中
で
、「
短
檠
」
が
「
東
区
内
久
宝
寺
町
二
丁
目
の
久
世
勇
三

の
も
と
に
設
け
ら
れ
た
大
阪
短
檠
社
か
ら
の
発
行
で
あ
る
こ
と
か
ら
は
、
久
世
勇
三
が
経

済
上
の
責
任
を
負
う
と
知
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。「
短
檠
」
に
は
、
久
世
勇
三
も

「
久
世
青
楓
」と
い
う
号
で
絵
や
詩
を
載
せ
て
い
る
。
大
阪
で
雑
誌
を
発
行
し
て
い
た
久
世

勇
三
は
、「
短
檠
」
の
廃
刊
前
後
に
東
京
に
行
き
、
大
鐙
閣
を
興
し
た
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
久
世
勇
三
編
『
新
錦
絵
帳 

二
の
巻 

イ
ソ
ツ
プ
喩
譚
』（
大
正
９
年
12
月
10
日
発

行
、
大
鐙
閣
）
に
掲
載
さ
れ
た
『
新
錦
絵
帳 

八
の
巻 

未
定
』
の
刊
行
予
告
に
は
、
そ
の
著

作
者
と
し
て
石
井
鶴
三
と
宇
野
浩
二
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
井
鶴
三
が
久
世
勇
三
の

知
り
合
い
だ
っ
た
の
か
、
宇
野
浩
二
が
石
井
鶴
三
を
指
名
し
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。

し
か
し
、
石
井
鶴
三
は
『
東
京 

第
一
部 

愛
欲
篇
』
の
挿
絵
と
装
幀
を
手
が
け
る
以
前
か
ら
、

大
鐙
閣
と
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
な
お
、『
新
錦
絵
帳 

八
の
巻 

未
定
』は
遂
に
刊

行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

⑹　

面
家
荘
佶
に
つ
い
て
は
、『
日
本
出
版
大
観
』（
昭
和
５
年
10
月
31
日
発
行
、
出
版
タ
イ
ム

ス
社
）
に
、「
明
治
十
三
年
四
月
二
日
生
」、
現
住
所
が
「
府
下
原
宿
町
一
〇
九
」
と
あ
り
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

君
は
福
井
県
の
出
身
で
あ
る
。
大
正
十
一
年
赤
阪
区
青
山
南
町
に
株
式
会
社
而
立
社

を
創
立
し
て
専
務
取
締
役
に
就
任
し
た
〈
中
略
〉
君
は
経
済
学
に
対
し
て
造
詣
が
深

く
、
又
書
史
学
の
研
究
家
で
あ
る

　
　

面
家
荘
佶
は
、
大
正
十
一
年
に
は
大
鐙
閣
を
辞
め
、
而
立
社
を
創
立
し
た
よ
う
で
あ
る
。

⑺　

雑
誌
「
解
放
」
は
、
大
正
八
年
六
月
に
創
刊
し
、
大
正
十
二
年
九
月
に
第
五
巻
九
号
で

終
刊
し
た
。
月
一
回
発
行
で
、
全
五
十
二
冊
で
あ
る
。
発
行
所
は
大
鐙
閣
（
東
京
市
京
橋

区
桶
町
十
五
番
地
）、
発
行
人
は
田
中
孝
治
で
あ
っ
た
。大
正
九
年
五
月
、
麻
生
久
、
佐
野

学
、
岡
上
守
道
、
山
名
義
鶴
が
解
放
社
を
立
ち
上
げ
て
「
解
放
」
の
編
集
に
あ
た
り
、
大

鐙
閣
は
営
業
や
広
告
な
ど
を
担
当
し
た
。
大
正
十
年
五
月
、
解
放
社
は
事
務
所
を
大
鐙
閣

か
ら
切
り
離
し
、
京
橋
区
南
鞘
町
二
十
五
番
地
に
移
転
し
た
。

⑻　

大
鐙
閣
に
つ
い
て
、
竹
盛
天
雄
は
「『
解
放
』」（「
文
学
」
第
25
巻
10
号
、
昭
和
32
年
10

月
10
日
）
の
中
で
、「
大
鐙
閣
は
マ
ル
ク
ス
全
集
、
レ
ッ
ド
・
カ
バ
ア
叢
書
な
ど
の
刊
行
物

が
あ
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
運
動
に
貢
献
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

⑼　

⑵
に
同
じ
。

⑽　

拙
稿
「
上
司
小
剣
『
東
京
』（
四
部
作
）
の
成
立
過
程
―
上
司
小
剣
宛
石
井
鶴
三
書
簡
の

紹
介
―
」（「
日
本
近
代
文
学
館 

紀
要 

資
料
探
索
」
第
７
号
、
平
成
24
年
３
月
発
行
）
参
照
。

⑾　

上
司
小
剣
「
挿
絵
画
家
は
作
家
の
女
房
」（「
読
売
新
聞
」
大
正
10
年
３
月
13
日
発
行
）
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